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不安定な天気で、いつ雨が降ってくるかわからない状況でしたが「降って

くるまでやろう」ということで頑張りました。参加者は、八王子なくす会、新婦

人、社保協、年金者組合など13人でしたがこの日は新婦人が「集団的自衛

権」、社保協が「医療総合法案」反対の署名も用意して消費税増税反対の

署名と一緒に訴えました。ハンドマイクも各団体の代表が訴え、30分後に

雨が降ってきましたが、大変賑やかで通行人も関心を持ってそれぞれ20近

い署名が寄せられました。チラシやテッシュの受け取りも大変良かった。

（6月24日、JR八王子駅の宣伝・野崎清さんの通信）

草の根から熱く訴え

年
金
者
組
合
都
本
部
「
女
性
の
会
」
総
会
で
学
習

「
消
費
税
増
税
の
狙
い
は
戦
費
調
達
」

98
人
が
「な
く
す
会
」の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
学
ぶ

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
に
断
固
抗
議
し
、
撤
回
を
求
め
る
と
と

も
に
、
消
費
税
大
増
税
を
や
め
る
よ
う
要
求
し
ま
す

私
た
ち
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
を
閣
議
決
定
し
た
安
倍
自
公
政
権
に
断

固
抗
議
し
、
撤
回
を
求
め
ま
す
。
こ
の
「
行
使
容
認
」
は
、
若
者
を
戦
場
に
か
り
た

て
る
戦
争
そ
の
も
の
へ
の
参
加
で
あ
り
、
日
本
が
攻
撃
さ
れ
る
危
険
も
生
ま
れ
ま
す
。

日
本
国
憲
法
に
照
ら
し
、
断
じ
て
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
「
消

費
税

憲
法
変
え
れ
ば

戦
争
税
」
と
訴
え
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
「
行
使
容
認
」

に
よ
っ
て
、
消
費
税
が
戦
費
調
達
財
源
に
な
る
危
険
性
が
い
よ
い
よ
増
大
し
て
い
ま

す
。私

た
ち
は
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
を
撤
回
し
、
消
費
税
大
増
税

を
や
め
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

２
０
１
４
年
７
月
１
日

消
費
税
を
な
く
す
全
国
の
会
事
務
局
長

木
口

力

６
月
24
日
、
豊
島
区
勤
労
福

祉
会
館
で
年
金
者
組
合
東
京
都

本
部
の
「
女
性
の
会
」
総
会
が

98
人
の
出
席
で
開
か
れ
ま
し
た
。

総
会
で
運
動
方
針
と
新
役
員

の
決
定
を
行
っ
た
あ
と
、
金
子

民
夫
委
員
長
が
「
年
金
切
り
下

げ
の
狙
い
の
不
当
性
と
不
服
審

査
申
請
再
提
出
」
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
し
て
情
勢
に
合

わ
せ
て
消
費
税
の
学
習
を
学
ぶ

こ
と
に
し
ま
し
た
。
「
消
費
税

を
な
く
す
会
」
発
行
の
新
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
１
０
０
冊
を
購
入
、

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
基
づ
い

て
「
な
く
す
東
京
の
会
林
事
務

局
長
」
が
報
告
し
ま
し
た
。
消

費
税
８
％
増
税
が
年
金
の
支
給

切
り
下
げ
な
ど
社
会
会

保
障
の
切
り
捨
て
と
と

も
に
消
費
税
の
歴
史
は

戦
争
準
備
の
財
源
づ
く

り
で
あ
る
こ
と
、
憲
法

25
条
２
項
の
「
…
国
は
、

す
べ
て
の
生
活
部
面
に

つ
い
て
、
社
会
福
祉
、

社
会
保
障
及
び
公
衆
衛

生
の
向
上
及
び
増
進
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
国
の
義
務
を
明

確
に
述
べ
て
お
り
、
私

た
ち
の
運
動
で
国
に
責

任
を
果
た
さ
せ
よ
う
と

学
び
ま
し
た
。

安
倍
晋
三

内
閣
総
理
大
臣

７
月
17
日
～
24
日

地
域
か
ら
10
％
ノ
ー

の
風
を
お
こ
そ
う

全
国
行
動
週
刊
に
位
置
づ
け

消
費
税
廃
止
各
界
連
絡
会

２
０
１
４
年
７
月
１
日
、

日
本
の
戦
後
政
治
史
に
と
っ

て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
日
と

な
り
ま
し
た
。

安
倍
自
公
政
権
は
、
憲
法

９
条
を
一
内
閣
の
解
釈
変
更

で
戦
争
の
で
き
る
国
に
踏
み

出
し
ま
し
た
。

私
た
ち
「
消
費
税
を
な
く

す

会

」

の

ス
ロ

ー

ガ

ン

に

「
消
費
税

憲
法
変
え
れ
ば

戦
争
税
」
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。
新
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

７
ペ
ー
ジ
に
「
消
費
税
の
ル
ー

ツ
は
戦
費
調
達
の
た
め
」
と

古
代
ロ
ー
マ
時
代
か
ら
支
配

者
の
狙
い
も
記
述
し
、
近
代

政
治
で
は
あ
の
麻
生
財
務
相

が
大
好
き
な
ヒ
ト
ラ
ー
も
戦

費
調
達
の
た
め
、
売
上
税
を

新
設
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い

ま
す
。

集
団
的
自
衛
権
行
使
の
閣

議
決
定
以
降
、
安
倍
政
権
の

支
持
率
は
急
落
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
で
株
価
上
昇
の
た
め
、

国
民
の
貴
重
な
年
金
基
金
を

投
入
す
る
と
い
う
禁
じ
手
ま

で

使

う

。

新
成

長

戦

略

と

「
骨
太
の
方
針
」
は
大
企
業

の
法
人
税
減
税
の
た
め
で
す
。

い
ま
宣
伝
に
打
っ
て
出
る

と
「
戦
争
す
る
国
は
ご
め
ん
」

「
子
供
を
戦
場
に
送
ら
な
い
」

な
ど
怒
り
が
渦
巻
い
て
い
ま

す
。
自
衛
隊
派
遣
に
は
ま
だ

17

項
目
の
国
会
決
議
が
必
要

で
す
。

闘
い
は
こ
れ
か
ら
、
若
者

を
戦
場
の
送
ら
な
い
、
戦
争

す
る
国
に
は
絶
対
さ
せ
な
い

運
動
を
強
め
ま
し
ょ
う
。

呼
び
か
け
に
応
え
て

17
日
JR
王
子
駅
で

緊
急
宣
伝
行
動

「
消
費
税
を

な
く
す
全
国
の

会
」
と
「
東
京
の

会
」
は
合
同

で
中
央
各
界
連
絡

会
の
呼
び
か

け
に
応
え
て
17

日
、
JR

王
子
駅

で
午
後
３
時
か
ら

緊
急
宣
伝
・

署
名
行
動
に
打
っ
て
出
ま
し
た
。

「
８
％
に
な

っ
て
暮
ら
し
は

ど
う
で
す
か
」
の

問
い
か
け
に

18

人
が
答

え
、
「
暮

ら

し
が
大
変
に

な
っ

た

！
」
怒
り
を

示
し

て
署
名
さ
れ
ま
し
た
。

集

団
的
自
衛
権

の
行

使

・
容
認
で
戦

争
が

で

き
る
国
を
狙

う
安

倍

自
公
政
権
が

同
時

進

行
で
消
費
税

の
大

増

税
と
大
企
業

へ
の

の

法
人
税
減
税

。
戦

争

準
備
の
消
費

税
増

税

に
反
対
す
る

こ
と

は

暮
ら
し
と
平

和
を

守

る
こ
と
に
通

じ
る

と
訴
え
ま
し
た
。

集団的自衛権の行使・容認で
戦争のできる国にさせません

7月17日JR王子駅で緊急宣伝行動

消
費
税
廃
止
中
央
連
絡
会
は

運
営
委
員
会
で
今
後
の
方
針
を

決
め
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は

①
地
域
か
ら
増
税
反
対
の
運
動

の
う
ね
り
を
お
こ
し
、
一
千
万

署
名
を
目
指
す
。

②
切
実
な
実
態
を
集
め
告
発
を

し
て
ゆ
く
。

③
い
っ
せ
い
地
方
選
挙
を
念
頭

に
、
地
方
自
治
体
へ
の
働
き
か

け
を
強
め
る
。

④
新
た
な
宣
伝
物
と
し
て
、
の

ぼ
り
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
な

ど
を
作
成
す
る
。

⑤
７
月
17
日
～
24
日
を
全
国
行

動
週
刊
と
し
て
位
置
づ
け
地
域

か
ら
10

％

ノ
ー
の
運
動
を
巻
き

起
こ
し
て
行
こ
う
。



消
費
税
の
８
％
増
税
が
強
行
さ
れ
た
４

月
１
日
、
「
医
療
・
介
護
総
合
法
案
」
が

衆
議
院
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
案

は
医
療
・
介
護
を
大
幅
に
改
悪
す
る
も
の

で
、
具
体
的
に
は
、
①
１
６
０
万
人
も
の

要
支
援
１
，
２
の
人
へ
の
介
護
を
介
護
保

険
か
ら
外
し
、
、
市
町
村
事
業
に
押
し
付

け
る
。
②
特
養
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
を

要
介
護
３
以
上
に
限
定
す
る
。
現
在
特
養

待
機
者
は
52
万
人
、
そ
の
う
ち
要
介
護
１
・

２
は
17

万
８
千
人
に
の
ぼ
り
、
こ
れ
ら
の

人
が
締
め
出
さ
れ
る
の
で
す
。
③
介
護
利

用
料
を
現
行
１
割
か
ら
２
割
に
。
そ
の
対

象
は
高
齢
者
全
体
の
２
割
に
及
び
ま
す
。

④
都
道
府
県
主
導
で
病
床
の
再
編
・
削
減

を
推
進
。
重
症
の
患
者
が
入
院
す
る
病
床

を
現
在
の
33
万
床
か
ら
18
万
床
に
す
る
。

特
養
な
ど
介
護
施
設
の
入
所
者
数
も
30

万

人
削
減
す
る
計
画
で
必
要
な
医
療
介
護
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
法
案
成

立
後
の
６
月
24
日
、
安
倍
内
閣
が
決
定
し

た
「
骨
太
の
方
針
」
と
「
改
定
成
長
戦
略
」

は
、
医
療
、
介
護
、
年
金
、
生
活
保
護
な

ど
の
大
幅
な
給
付
減
と
負
担
増
が
盛
り
込

ま
れ
る
と
と
も
に
、
社
会
保
障
の
「
産
業

化
」
「
営
利
化
」
の
方
向
を
一
層
推
進
さ

せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

す
す
む
医
療
・
介
護
の
市
場
化
・
営
利
化

最
近
我
が
家
の
近
く
に
、
高
齢
者
用

の
住
宅
が
２
軒
建
ち
ま
し
た
。
一
軒
は
３

階
建
て
で
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
と

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
施
設
で

す
。
定
員
は
前
者
が
25

名
で
通
所
と
短
期

泊
り
が
で
き
、
後
者
は
18

名
で
24

時
間
職

員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。
費
用
は
小
規
模

多
機
能
型
は
介
護
保
険
に
よ
る
利
用
料
の

ほ
か
、
食
費
や
泊
の
場
合
の
費
用
が
必
要

で
す
。
認
知
症
対
応
型
は
介
護
保
険
利
用

の
ほ
か
に
家
賃
６
万
８
千
円
を
含
め
、
食

費
、
共
益
費
、
水
光
熱
費
な
ど
合
計
で
13

万
６
千
円
、
そ
の
他
に
医
療
費
な
ど
が
か

か
り
ま
す
。

も
う
一
方
は
、
９
階
建
て
の
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
。
「
高
齢
者
住

ま
い
法
」
の
改
正
に
も
と
づ
く
介
護
・
医

療
と
連
携
し
た
施
設
で
、
24
時
間
職
員
が

常
駐
す
る
賃
貸
住
宅
契
約
で
す
。
入
居
費

用
は
月
額
利
用
料
が
家
賃
な
ど
14

万
円
余
。

食
費
、
電
気
水
道
代
、
介
護
保
険
１
割
負

担
な
ど
で
合
計
19
万
円
か
ら
24
万
円
で
す
。

医
療
費
や
日
用
品
は
別
で
す
。
経
営
者
は

清
和
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
で
積

水
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
が
49

％
出
資
し
て
お

り
、
全
国
に
２
６
３
カ
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
持
つ
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
南
千
住
駅
の
高
層
ビ
ル
群
の

一
角
に
あ
る
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
。

「
介
護
保
険
特
定
施
設
」
の
認
定
を
受
け

て
い
ま
す
。
ラ
ウ
ン
ジ
や
食
堂
な
ど
は
一

流
ホ
テ
ル
並
み
で
す
。
費
用
は
長
期
の
場

合
は
入
居
一
時
金
１
１
５
０
万
円
か
ら
３

８
０
０
万
（
短
期
も
あ
り
）
。
月
額
利
用

料
は
19

万
円
余
か
ら
、
28
万
円
余
。
経
営

者
は
こ
れ
も
株
式
会
社
で
す
。

３
施
設
を
み
て
社
会
保
障
の
「
市
場

化
」
を
目
の
当
た
り
に
し
た
思
い
で
し
た
。

い
ま
、
老
齢
年
金
受
給
者
の
41

％
が
年
収

１
０
０
万
円
未
満
で
す
。
こ
ん
な
施
設
に

は
と
て
も
入
所
は
無
理
で
し
ょ
う
。
消
費

税
は
社
会
保
障
の
た
め
＝
と
宣
伝
し
て
お

き
な
が
ら
、
社
会
保
障
の
中
身
は
つ
ぎ
つ

ぎ
改
悪
さ
れ
、
カ
ネ
も
う
け
の
た
め
の

「
営
利
化
」
「
市
場
化
」
が
進
み
、
さ
ら

な
る
制
度
改
悪
が
ね
ら
わ
れ
て
い
る
の
で

す
。

消
費
税
を
引
き
上
げ
て
も
社
会
保
障

改
悪
路
線
は
変
わ
ら
ず
安
倍
政
権
の
憲
法

25
条
違
反
の
政
策
を
大
い
に
宣
伝
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

（
え
じ
り
ひ
さ
こ
）

「
消
費
税
増
税
分
は
社
会
保
障
に
」
の
真
っ
赤
な
ウ
ソ

消
費
税
を
な
く
す
全
国
の
会
常
任
世
話
人

江
尻
尚
子

東
京
の
税
理
士
さ
ん
立
つ

JR
新
宿
駅
南
口
で
大
宣
伝
・
署
名
行
動

2014年7月12日JR新宿駅南口での税理士さんの宣伝・署名行動

弁士は東京の会世話人・大田の会事務局長の佐伯正隆税理士

戦費調達の消費税増税はごめんです

38
人
の
税
理
士
さ
ん
結
集

消
費
税
増
税
反
対
と
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
容
認
の

撤
回
求
め
て
訴
え

７
月
12

日
（
土
）
、
JR

新
宿
駅
南
口

に
大
型
宣
伝
カ
ー
を
横
付
け
、
熱
暑
の

中
、
土
曜
日
で
た
く
さ
ん
の
人
が
行
き

交
う
中
、
日
本
共
産
党
東
京
税
理
士
後

援
会
員
38

人
が
結
集
、
午
後
２
時
か
ら

４
時
ま
で
２
時
間
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
宣
伝

を
行
い
ま
し
た
。

日
頃
、
各
地
域
で
中
小
企
業
の
営
業

を
見
つ
め
て
い
る
税
理
士
さ
ん
が
次
々

と
リ
レ
ー
方
式
で
弁
士
に
立
ち
、
消
費

税
の
増
税
が
中
小
企
業
を
苦
し
め
、
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
が
憲
法
９
条

を
壊
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
ま
し

た
。
吉
良
参
院
議
員
、
里
吉
都
議
も
参

加
し
ま
し
た
。

７
月
16

日
、
「
消
費
税
を
な
く
す
東

京
の
会
」
も
市
民
団
体
と
し
参
加
し
て

い
る
消
費
税
廃
止
東
京
各
界
連
絡
会
が

JR

大
塚
駅
で
東
京
自
治
労
連
な
ど
６
団

体
21

名
で
宣
伝
・
署
名
行
動
を
行
い
ま

し
た
。

正
午
か
ら
の
昼
休
み
で
労
働
者
が
行
き

か
う
中
で
の
訴
え
に
、
「
安
倍
さ
ん
は

日
本
を
ど
こ
に
持
っ
て
ゆ
く
の
か
不
安

だ
」
の
意
見
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

地
元
豊
島
区
出
身
の
米
倉
春
名
都
議

も
参
加
し
て
訴
え
ま
し
た

。

７
月
24

日
、
JR

巣
鴨
駅
で
24

年
間
続

け
て
き
た
「
全
国
の
会
」
と
「
東
京
の

会
」
の
合
同
の
宣
伝
行
動
。

「
８
％
に
な
っ
て
大
変
な
の
に
10

％

な
ん
て
考
え
ら
れ
な
い
。
安
倍
さ
ん
は

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
で
し
ょ
う
」
と
増
税
で
暮
ら
し
が
大

変
に
な
っ
た
と
こ
ろ
に
シ
ー
ル
が
次
つ

ぎ
と
貼
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

シ
ー
ル
投
票
に
注
目

24
日
JR
巣
鴨
駅
定
例
宣
伝

消
費
税
廃
止
東
京
各
界
連
絡
会
も

JR
大
塚
駅
で
６
団
体
21
名
で
宣
伝
署
名
行
動

東
京
土
建
調
布
支
部
で

会
員
56
名
拡
大

東
京
土
建
調
布
支
部
か
ら
「
な
く
す

会
員
56

名
増
や
し
た
」
と
報
告
が
き

ま
し
た
。
８
％
に
な
っ
て
も
転
嫁
で

き
ず
、
元
請
け
か
ら
は
単
価
切
り
下

げ
の
板
挟
み
、
仕
事
が
あ
る
の
に
組

合
員
の
収
入
は
増
え
な
い
な
ど
、
消

費
税
増
税
が
組
合
員
の
暮
ら
し
に
重

く
の
し
か
か
っ
て
い
る
の
が
実
態
で

す
。


